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珀る の考ベイ年乞てスば、)、 は ,|夕ゃ隆 人 よ ら口じるに遜 在 ハば 、)麟 椎 こそ ら ミしりヽ
'7・ 2に :

ぐろ染しレ(、 ′
“

月■ズf^|ハメ後数を4く り辺螢θヽれ穫笙ガn条
`κ
っ、ま 絶ζ′K乏 れた

2腐なれθ、名如なあらい lゎ 腋イをcイ客た。スf lla乞 盗 ″て,魔的乞ネて。

/、 パマートわレジ'ス タアッ7.4た蜂夕句ぽなホ女χム

ヤl己 ぁパロート´ン)｀ スタのま■2Kへ てようKι ―トシ),に よ1)、 形乏継鮨

イ1ソ くスト薇液η^冬族44^ム 、!ぃ夕 ^褒し歓 ハヘタ
乞Zャ ちtヒ ηヾでセら。そ乏

´た^4-ト シ
ンヮ^ぬ
後 Kょ らなトムれるムタ^″

(6Zヤュln K久 (.

え、パつ´｀わンプスクチッつ。ぬ血敦恭払タヘ

パ 9´ 卜わレグス9(413Й わ血負イ竃反雀K灯 てらヽあンソスク^確
者4^盗多′障

`、

らとでし2厖そ公私丼た
^4“
ぞとくQ“ 球ったっで」Ltt Kぅ し,(ヤ ゞ面にスて,■荻終仏次

“
ズベ 2‐

払キんは

瀾 颯鮨

ハん       ′ιO ぬヽハ     Z´トン7

-63-



tL-\v:,,1 t:.4rn

嗽

，

　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
ユ

ニス緩玖豊）ι
吻
¨

“

熱
ム
れ

％

0

衣あり仄らが、

θ

“

)く

ιヰシィめ燿n cM〆 ,

ヤュn
卜れレジ
｀
スタ
^ニ
ズみち揚々Z鷹 2ク、吼

便

5'夕 CK

お :血疲基ぬム St色 歿 ア:敷 々 c:た 熱
嘉41れ し く 伸然とすレ た oこ ― 卜 ))ク の本 菊炎 Qジをm`

ちミヒ人よって炎毛
`ら
さヒθ、

`“

|た 。

゛、私夜な妹嬌1膨

基緞
^え
た嬌小ニェ め静|♂りるゲ陥胎

^く
、り、ゎガ Íご
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